
北陸農業といえば， コシヒカリ に代表される

おいしいお米の産地であり，日本の水田農業のメッ

カであるとの印 を強くもちます。しかし，そうし

た印 は，ともすれば北陸がお米を中心とした非常

に保守的な農業を営む地域であるようなとらえ方に

つながるかもしれません。私も北陸研究センターに

来るまでは 正直なところそのようなイメージを

もっていました。しかし，北陸に移って ヶ月を経

た今，実は北陸の各地で非常に挑戦的な農業の取り

組みがなされていることを知りました。例えば，省

力的な栽培技術として知られる稲の直播栽培は，北

陸地域で急速に広がってきています。平成 年の場

合，全国では全稲作面積の ％の普及率にとど

まっているのに対し，北陸は ％の直播普及率と

なっています。とくに，福井県ではすでに ％が

直播栽培で占められています。また，農薬の使用量

を極力抑えるため， 新潟県ではいわゆるいもち病

に強いコシヒカリとしてマルチラインの導入をすす

めています。品質や食味，生育特性はコシヒカリと

同じですが，いもち病抵抗性が強く防除回数を減ら

すことができます。マルチラインを用いた抵抗性強

化の取り組みはこれまで宮城県で実施されてきた例

がありますが， 万 を超える大面積にわたり導入

されることは これまで我が国では例がないことで

す。

もう一つの事例として紹介したいのは，新潟県の

中越地域にある 越後さんとう という農業協

てらしま かずお

同組合です。ここでは 年よりリモートセンシン

グ（衛星から撮られる地表面の画 を解析し，必要

な情報を得ること）を用いたお米の品質管理技術が

取り組まれています。すなわち，衛星画 から一枚

一枚の圃場ごとにお米のタンパク含量を推定し，

データベース化を図ってきました。これによりお酒

向きの米の品種 五百万石 についてはタンパク含

量に基づいた区分出荷を行っています。こうした取

り組みを通じ，地域で生産されるお米の品質の向上

と競争力の強化が図られているのです。このような

北陸農業の姿をみると 北陸地域の生産者のみなさ

んや関係機関は非常に挑戦的な取り組みをこれまで

行ってこられたことがよくわかります。

北陸地域の農業研究も，水田農業の技術開発の先

鋭として役割を果たして行かなければならないと思

います。北陸研究センターはバイオテクノロジーを

活用した革新的な開発研究に取り組んでいますが，

その一方で生産現場に直結した技術の開発を実施し

ています。昨年は耕うん同時畝立て播種技術につい

て ヶ所ほどで出前技術指導を行い，現場で技術を

ためしながら この技術の普及を図ってきました。

私達は試験場の圃場だけでなく，県の研究機関の方

たちや普及関係の皆さんとともに生産現場でも研究

をすすめ，生産者のみなさんの視点で技術の開発を

行う姿勢をこれからのコンセプトにしていきたいと

思います。この拙文のタイトルを 北陸農業ととも

に としたのはそうした意味もこめてです。



新潟，富山，石川，福井の北陸 県は，麦ごはん
用大麦の一大産地で，国内生産量の約半分を生産し
ています。私どもの畑作物育種研究室では，北陸地
域に適した麦ごはん用大麦の品種育成に取り組んで
います。
麦ごはん用大麦は，大麦の粒を覆っている皮や粒

の外側を削り（搗精），これを加工した後，製品と
して店頭に並びます。この大麦に求められる品質に
は，粒の白さや搗精に要する時間，あるいは加工の
際に砕ける粒の多少などがあります。これらの中で
も粒の白さは最も重要な品質です。麦ごはん用大麦
は，お米と一緒に炊飯して食べますので，お米に負
けないような白い粒の大麦の品種が強く望まれてい
ます。
通常，大麦の粒の白さ（精麦白度）を調査するた

めには，大麦 を試験用搗精機で歩留 ％まで
削って，白度計でその白さを測定する方法が用いら
れています（写真 ）。一方，大麦の育種では，交
配といって違う品種どうしをかけ合わせ，得られた
子孫の種から良い形質を持つものだけを選ぶ選抜と
いう作業を何年も繰り返します。そして，最終的に
残ったものについて，新品種としてふさわしいかど
うかを各県の農業試験場で評価していただき，良い
評価を得たものだけが新品種として登録されること
になります。したがって，交配後の子孫のより早い
世代から形質の良い種を選ぶことができれば，交配
から新品種を育成するまでの期間の短縮や育種作業
の効率化を図ることができます。しかし，こうした
早い世代では調査に利用できる麦の量が と
少ないため， 程度を必要とする通常の方法で精

麦白度を調査するのは困難でした。
そこで，私どもでは，わずかな材料で精麦白度を
評価することができる少量精麦による選抜法を確立
しました。まず，小型搗精機を使って，大麦 を
歩留 ％に搗精します。次に搗精した粒を色彩色差
計という色を測定する機器で，粒の明るさ，赤み，
黄みを測定（写真 ）し，得られた値から白さの指
標であるハンター白度を算出します。このハンター
白度で精麦白度を評価するという方法です。この方
法ですと，種 粒から採れるわずかな材料で粒の白
さを調査することが可能ですので，従来の方法より
も早い世代から種の良し悪しを評価することができ
ます。この方法で選抜した系統は，次の世代でも粒
が白いという特性が変わらないことが確認できまし
た（図）。現在，この方法を用い，交配から 年ほ
ど世代を進めた材料について，種 粒 粒が特性と
して持っている粒の白さの調査を行い，精麦白度に
関して積極的な選抜を行っています。近い将来，こ
の方法で選抜した麦ごはん用の新品種が広く栽培さ
れるようになることを期待しています。
大麦には，お米と比べると約 倍ほどの食物繊維
や豊富なミネラルが含まれ，健康にも有効な食品と
しての価値が改めて見直されています。皆さんのご
庭でも食事に麦ごはんを取り入れ，体に良い食生
活をされてはいかがでしょうか。
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大区画圃場では，地力のムラによって生育のムラ
が生じ，結果として収量のばらつきや品質の低下を
まねくことが問題となっています。高品質で収量・
品質のばらつきの少ない作物を安定生産するために
は，生育状況や地力に応じて適時に適切な栽培管理
を行うことが有効です。その中でも生育状況を的確
に把握（計測）することは重要かつ不可欠であるこ
とから，これまでに大規模圃場における生育量の計
測技術を開発してきました。その計測対 のひとつ
として作物が地面を被っている面積の割合である
植被率 があります。植被率は，作物の生育指標

である （葉面積指数）と密接な関係があり，生
育の程度を表すことが報告されています。作物の生
育を計測・推定できる市販の測定器や試作機は数種
類ありますが，導入コストや計測条件・仕様などの
面で営農現場などにおける利用は少ないのが現状で
す。そのため，私たちは営農現場でも簡便に植被率
を測定できるシステムを開発しました。

図 に示すように植被率カメラ計測システムは，
作物の近赤外画 を撮影する機能を備えたデジタル
カメラと撮影した画 を処理する （携帯型情
報端末装置 小型のコンピュータ）で構成されてい
ます。ポケットに入る程度の小型軽量なため，圃場
に携帯して，一人で簡便に植被率の調査ができま
す。測定の仕組みは，近赤外画 では植物体は明る
く，地表などの背景は暗くなるのを利用して，植物

体の領域部分だけを判別することで，その面積比を
植被率 としています。実際の画 撮影は，図
に示すように対 作物の地上 の位置から鉛直
下方向にカメラを向けて撮影します。撮影可能な面
積は約 です。カメラの撮影設定は自動のため，
調整する必要はありません。撮影された近赤外画
は， メモリカードにてカメラから に転送し
ます。 では，専用に開発したソフトウエアに
よって， 画 読込・表示， 画 処理（二値化に
よる作物の判別）， 植被率（任意面積に対する植
被割合）の算出・表示を行います。画 処理につい
ては，判別分析法を用いて作物と背景を区別する二
値化の閾値を自動的に計算しています。また，任意
領域（四角形または円形）で画 を指定・回転する
こともでき個体毎の調査などが可能です。図 に植
被率を測定した例を示します。算出された植被率は

％の数値で表示されます。植被率の値は，作
物が繁茂している（地面を被っている割合が高い）
ほどを大きな値を示します。植被率の測定誤差
（ ）は，水稲で ％，大豆で ％と生育量の
把握に十分な精度があります。

植被率カメラを使って大区画水田を計測すると，
一筆圃場内における生育ムラを客観的に把握するこ
とができ（図 ），栽培管理に役立ちます。ここで
紹介した計測システムは市販化されており，高品質
安定生産への活用が期待されています。
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ツマグロヨコバイは，北陸地域ではイネの出穂後

に密度が増え，イネを吸汁することで被害を出す害

虫として知られています。イネの中には，この虫の

生存・増殖を抑える 抵抗性 を持つイネがあり，

私たちの研究室ではこのツマグロヨコバイ抵抗性を

利用した害虫防除方法について研究しています。

ツマグロヨコバイ抵抗性については 種類の抵抗

性遺伝子が知られていました（現在は 種類明らか

になっています）（表）。抵抗性遺伝子の種類によっ

てツマグロヨコバイに対する効果は異なるのでしょ

うか？ また，どの程度ツマグロヨコバイの発生を

抑えることができるのでしょうか？

この疑問に答えるためには，実際に野外に抵抗性

のイネを植えてツマグロヨコバイの発生の様子を調

べればよいのです。しかし，抵抗性を持ったイネは

外国の品種が多く， 草型や出穂期が大きく異なり

ます。ツマグロヨコバイの発生量は出穂期の違うイ

ネで大きく異なることが知られています。また，害

虫の個体数を調べるときに，草型や草丈の違うイネ

で比較すると調査結果にブレが出てくる可能性があ

ります。これらの問題を解決するために，私たちは

イネのそっくりさん 準同質遺伝子系統（ ）

を作って試験を行いました。同質遺伝子系統とは，

特定の形質のみが異なりその他の遺伝子背景が同じ

系統をいいます。今回作った 種類のツマグロヨコ

バイ準同質遺伝子系統は，イネ品種 キヌヒカリ

と草型や草丈がそっくりで，ほとんど同じ時期に出

穂しますが，キヌヒカリにはない抵抗性遺伝子を持

つものです（表）。

野外試験の結果，キヌヒカリでは 月下旬から

月にかけてツマグロヨコバイの発生量が多くなりま

した。ところが，ツマグロヨコバイ抵抗性を持った

準同質遺伝子系統では虫の発生がほとんど認められ

ませんでした（図）。このことから，ツマグロヨコ

バイ抵抗性の効果は非常に高いことが分かりまし

た。特に準同質遺伝子系統を用いることにより，そ

の効果をより明確にすることができました。

今回の試験では，抵抗性遺伝子の種類による効果

の差ははっきりとは分かりませんでしたが，ツマグ

ロヨコバイの抵抗性品種に対する反応は地域によっ

て異なっている可能性があり，抵抗性品種を利用す

るときには，その地域でどの抵抗性遺伝子がどれく

らい効果があるか調べる必要があります。今回用い

た準同質遺伝子系統はその時の材料としても最適だ

と考えています。

前列右）
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稲発酵粗飼料，飼料イネを生産する耕種農 の望
みは， 飼料イネを手間をかけずに安くたくさん作
りたい ことだと思います。さらに，利用する畜産
農 にとっては，それを乳牛や肉牛が喜んで食べ，
乳量や乳質，また肉質が良くなる飼料であることが
望みだと思います。これまでに，飼料イネの研究者
で作っている飼料イネ研究連絡会では，飼料イネ生
産と乳牛への給与や肉牛への給与などの個別テーマ
を設定して検討会を行ってきました。今回は，北陸
研究センターで実施している飼料イネに関する地域
農業確立総合研究の現地検討会とあわせて，飼料イ
ネ生産の多収・低コストを焦点にして 年 月
日に検討会を開催しました。

検討会ではまず，東北から九州ま
での日本各地の飼料イネ生産現場で
は，どんな方法でどれくらいの収量
があるのかについての報告がありま
した。多収の事例としては長野県で
あたり実収量 トンの例が報告

されました。これには，多収を望む
参加者にはまさに溜飲を下げる思い

でした。また九州からは，飼料イネを 回刈り取り
後に，再生してきたものをもう一度収穫する栽培方
法についても報告されました。
次に研究側から，実際に飼料イネをどの程度生産
すれば農 経営が成り立つのかについての話題提供
があった後，多収飼料イネへの品種改良の取り組み
状況，飼料イネの栄養価（ ）を高める栽培方
法，肥料のやり方を改善して収量を高める方法，代
かきを省略し種子も消毒だけして播種する栽培方法
などが報告され，多収と低コスト，省力化について
論議しました。生産者，研究者それぞれ成果と問題
点，そして課題を持ち帰り，次年度以降の飼料イネ
生産と研究に活かすことにしました。

平成 年 月 日，中央農業総合研究センター北
陸研究センター（上越市）において，約 名以上
が出席し上記研究会を開催しました。現在北陸研究
センターが 出前技術指導（生産者に現地で，新技
術の実演・実証を行う） として実施している 耕
うん同時畝立て作業技術 を，各地域において大
豆，そば，麦，野菜等に適用した効果，導入・普及
に向けての問題点等について検討を行いました。
本技術の平成 年度実証の概要報告の後，今年度

試作機を導入した仙台根白石転作組合の概要が報告
され，収穫途中のデータとして， 割程度増収して
いるとの報告が行われました。
また今年度北陸農政局が実施した地域輪作実証事

業の中でも，新潟県十日町市，上越市，石川県加賀
市で取り組みが行われ，各 関係者や生産組織か
ら，生育状況と作業状況の報告が行われました。大
豆等ではほとんどの地域で大幅な増収が認められ，
生育の斉一化も図られたことが報告されました。一
方土壌に合わせた作業方法の検討等の今後の課題に
ついても指摘されました。
新潟県と長野県からは，大豆に加えてそばや麦に

適用した場合の収量等が報告され，麦は生育途中で
すが，大豆・そばについては収量増効果が認めら
れ，安定栽培に効果があることが示されました。

さらにこれらの実証結果をふまえ，平成 年の大
豆播種作業前に， 機種が市販化されることが報告
され，その仕様等について説明が行われました。ま
た畝立てを含め，大豆で問題となる除草について，
バサグラン の普及状況と今後の課題について説

明が行われました。
総合討論では，耕うん同時畝立てを実施した，岩
手，秋田，山口等の出席者からも実施状況が説明さ
れ，全体として，耕うん同時畝立ての効果が広い地
域，作物で認められたことを確認しました。次年度
の市販化を契機として技術の普及を一層加速化させ
る方策を今後検討する予定にしています。
（北陸水田利用部 作業技術研究室 細川 寿）



平成 年 月 日，国民年金健康センター上越
（上越市）において北陸地域研究成果発表会を開催
しました。本年度は 次世代の農林水産業を支える
革新技術 ダイズなど北陸の地産農産物の生産安定
と多角的利用技術 をテーマにして， 北陸地域
に適したダイズ品種開発の現状と展望（長野県中信
農試）， 北陸の新たな主力大麦品種をめざして
（北陸研セ）， ダイズの初期生育を安定化する耕
うん同時畝立て播種技術（北陸研セ）， ダイズ青
立ち現 の発生要因と回避技術（福井県農試），
シグモイド型被覆尿素の施用によるダイズの多収技

年 月 日から 月 日まで，
技術協力プロジェクト カンボジア灌漑技
術センター計画 の短期派遣専門 として
派遣されました。カンボジアは，広大な農
地と豊かな水資源に恵まれていますが，内
戦による農業関連のインフラの破壊による
影響などから，農業生産性は近隣の開発途
上国と比較しても低水準にあります。プロ
ジェクトでは荒廃した中小規模のかんがい施設の改
修と適正な維持管理を行う現地技術者の育成を目標
の一つとしています。私は，このうちかんがい施設
の調査，計画の基礎となる水文解析の技術指導を行
いました。指導内容は減水深調査のデータ収集と解
析方法，水田用水量の計算方法です。首都プノンペ
ン近郊のモデルほ場は，整備の行き届いた日本の状
況とは異なり，雨期になり湛水した水田から作付け

が行われ，生育期間の異なる多様な稲品種が栽培さ
れていました。データ計測時には現地の人が水路で
食用にする魚やカニを取る姿や，子供が水浴びをす
る様子が見られ，水路施設と生活の密接な関わりが
感じられました。気候や農業技術が異なる水田にお
ける今回の経験を生かし，研究の発展に努めたいと
思います。
（北陸水田利用部 水田整備研究室 谷本 岳）

術（新潟県農総研作物研セ）， ダイズ栽培におけ
るフタスジヒメハムシの被害実態と効率的防除（富
山県農技セ農試）， おからパンなど機能性を活か
すダイズの新食品（（有）豊フーズ産業）， 金時草
に含まれる機能性成分の活用（石川県農総研セ）の
つの成果を発表しました。農 ，消費者，農協，

企業，市町村，報道関係者等，多方面から 名の
参加があり熱心に聴講いただきました。多くの質問
や意見が出され地域農産物の振興に対する関心の深
さを感じ，今後の研究推進に励みをいただきまし
た。 （情報資料室 湯村勝敏）


